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 (1) 100 g未満 (2) 100～200 g (3) 200 g以上 

(A) 硬く，形がある 
・硬い，またはしっかりとした質感 

・一定の形状を保持する 

（バナナ，葉巻，ビーダマ状） 

 

A1 

 

 

A2 

 

 

A3 

 

(B) 軟らかく，形がある 
・一般的な形状を保持する 

（ピーナッツバター様） 

 

B1 

 

B2 

 

 

B3 

 

(C) 緩く，形をなさない 
・それ自身が形をなさない 

・容易に広がる 

（粥状，濃いミルクセーキ状） 

C1 

 

C2 

 
 

C3 

 

(D) 液状 
・流れやすい 

（水様） 

 

D1 

 

D2 

 

 

D3 
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【使用方法】 
 

1. まず，便について，チャートの（A）～（D）の言葉による説明と写真の両方と比較しながら，どれに該当するかを検討する． 

 

2. 次に，（1）～（3）の写真と比較して重量を検討する．また，10cm のスケールを用いて便のサイズを測定し，写真中のスケールと比較

してサイズを検討する． 

 

3. 24時間の排便回数を記録する． 

 

4. 便について，ほかに記録すべき重要な特徴があれば記載する（例：失禁，色など）． 
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